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序 論

第III報('71)で,著 者 らは鶏体を大 きく体幹部,

前肢部な らびに後肢部の3部 位 に分 け,各 部位骨格筋

の孵化 後の成 長について比較検討 し,ま たそれ らの雌

雄 間の相違 について報告 した.そ れによ ると,前 肢部

筋肉は雌雄 とも初生か ら2週 齢 までの発育が極めて著

し く,同 部位 の孵化 時における成長の遅れ を取 り戻す

ので あろ うと推察 した.ま た雄だ けにおいて後肢部な

らびに体幹部の筋肉が性成熟完成期に 特異的 に 発 達

し,こ れは雄 にお ける牲的特徴であろ うと考 えた.こ

れ らの事実か ら考察 し,著 者 らは骨格筋 の成長におい

て次 の4期 を区分 した.

1期(0～2週 齢),雌 雄 と も前肢部の成長が極め

て著 しい時期.

II期(2～22週 齢),雌 においては前 ・後肢部がほ

ぼ平行 して成長 し,雄 においては後肢部の成長が前肢

部 よ りやや勝つ てい るが,比 較的平行 して成長す る時

期.

III期(22～26週 齢),性 成熟完成期 と一致 し,雌

においてはII期 と全 く変 らないが,雄 においては後

肢部 と体幹部が特異的に発達す る時期.

IV期(26週 齢以降),成 長がほぼ完成 し,筋 肉の構

成割合 も安定 した時期.

しか しなが ら,大 きく3部 位 に分 けた場合,異 質の

成長様式 を示す部位 を一緒に包含 した ことも考 えられ

るので,今 回はさ らに体幹部 を2部 位に,前 肢部を4

部位 に,後 肢 部を3部 位に分 けたとき,骨 格筋の成長

の4期 に基づいて,各 部位骨格筋相互の成 長 を 比 較

し,ま た,そ れ らの 雌雄 間 の相 違 に つ い て も検 討 を行

なつ た,

材 料 お よ び 方 法

材 料 鶏 な らびに 飼 育 方 法 につ い て は第II報('71)

で詳 述 した が,RhodeIslandRed(以 下RIRと 略

す)種 雄 鶏80羽 と雌 鶏70羽 を使 用 した.初 生,1,

2,3,4,5,6,7,10,13,16,19,22お よび

26の 各週 齢 時 に雌 雄 そ れ ぞ れ5羽 と,雄 鶏 は さ らに8

と32週 齢 時 に お い て も各5羽 を供 試 した.

屠 殺 は頸 動脈 切 断 に よ る放 血 法 を と り,頭Caput,

羽 毛 な らび に 申足M訂 配07躍5以 下 を取 り除 き,剥 皮

しs体 幹 部,前 肢 部 な らび に後 肢 部 の3部 に分 けた

(第III報'71で 詳 述).今 回 は さ らに 体幹 部 を頸 部

(頸 部 の筋Mm.tolliを 含 む)と 背 お よ び 尾 部(背

部 の筋Mm.dorsi,胸 横 筋M.transversesthoracis

を除 く胸 部 の筋Mm.tharacis,尾 部 のMm.caudae

お よび 内 閉鎖 筋M.obturatoriusinternusを 含 む)

の2部 に,前 肢 部 を腹 部(腹 部 の筋Mm.abdominis

を含 む),前 肢 帯 部(前 肢帯 の筋Mm.cingulimembri

thoracici,肩 甲骨5c@曜 ¢や鳥 口骨Oscoracoideum

に付 着 す る筋 肉お よ び 胸横 筋 を含 む),上 腕 部(肩 関

Articulatiohumeriか ら肘 関節Articulatiocubiti

まで の 筋 肉 で,筋 腹Venterが 止腕 骨Humerus上 に

あ る筋 肉 を含 む)な らび に前 腕 部(肘 関節 以 下 の筋 肉

を含 む)の4部 に,後 肢部 を寛 部(腰 仙 骨oslumbo-

sacraleに 起 こ り,大 転 子Trochantermajorな ら

び に 転 子 窩Foveacapitisfemoris等 の 大 腿 骨頭

CaputJe'norisの 近 辺 に 停止 す る筋 肉 を含 む),大 腿



部(腰 仙 骨や 大 腿 骨Femurに 起 こ る 筋 肉 で 膝 関 節

Articulatiogenusま で の 大 腿 骨 部 に 筋 腹 を 有 す る筋

肉 を合 む)な らび に 下腿 部(膝 関節 以 下 の1務 肉 を 含

む)の3部 に分 け,合 計9部 の筋 肉重 量 を鶏 体 の左 側

にお い て 測定 した.

結 果 お よ び 考 察

9部 位 に小 割 した と き,各 部位 筋 肉 の成 長 に関 し,

第III報('71)に お け る筋 肉 の成 長の4期 に基 づ き,

それ ぞれ 検 討 を行 なつ て い く と次 のよ うに なつ た,

(1)1期(初 生 か ら2週 齢 まで)

第s,2表 に示 す 通 り,初 生 時 に お い て もつ と も大

きい部 位 は雌雄 と も大 腿 部 で,雄 は0.76±0,036g,

雌 は0.82±0.017gで あつ た.続 い て 下 腿 部 は 雄 で

0.72±0.0388.雌 で0.73±0.049g,頸 部 は 雄 で

0.44±0.017g,雌 で0.43±0.024gと な り,そ の 次

に1週 齢 以 降最 大 部 位 とな る前肢 帯 部 が続 き雄 で0,33

±0.025g,雌 で0.37±0.045gで あ った.以 下 寛部

は雄 で0.17±0.0179,雌 で0,15±0.0019,腹 部 は

雄 で0.13±0.019g,雌 で0.15±0.017g,背 お よ び

尾 部 は雄 で0.13±0.020g,雌 で0,12±0.01$g,前

腕 部 は 雄 で0.10±0。QQ7g,雌 で0.06±0.008g,上

腕 部 は最小 部 位 で 雄 は0.07±0.007g,雌 は0.06±

0.004gで あ った.以 上 の結 果 か ら,初 生 時 に お い て

は,前 肢帯 部 は大 腿 部,下 腿 部 の ほ ぼ半 分 にす ぎない

が,2週 齢 にな る と逆 に 前肢 帯 部 は大 腿 部,下 腿 部 の

ほ ぼ2倍 とな る.そ こで,2週 齢 に お け る重 量 を大 き

い 順 に掲 げ る と,最 大 の 前肢 帯 部 は 雄 で6.42±0.094

g,雌 で5.28±0.318g,次 に 大 腿 部 は雄 で3.37±

0.090g,雌 で2.75±0.105g,下 腿部 は雄 で3.12±

0.10Ug,雌 で2.48±0.!20gと 続 き,以 下 頸 部 は雄

で1.48±0.049g,雌 で1.15±0.025g,上 腕 部 は雄

で0.99±0.056g,雌 で0.78±0.037g,前 腕部 は雄

で0.93±0.045g,雌 で0.66±0.034g,背 お よ び尾

部 は雄 で0.80±0.015g,雌 で0.61±0.025g,寛 部

は 雄 で0.63±0.065g,雌 で0.50±0,015g,腹 部 が

最 小 部位 と な り雄 で0,52±0,025g,雌 で0.41±

0.011gで あっ た.以 上 の初 生 時 にお け る結 果 と2週

齢 に お け る結 果 を比 較 す る と,前 肢 帯 部,上 腕 部 な ら

び に 前腕 部 等 の 前 肢部 に入 る諸部 位 の成 長 が 著 しい よ

うで あ るが,こ の こ とを もつ と判然 とさせ るた め,2

週 齢 をzと して 初生 時 の増 量 度 を み る と,第1,2図

の よ うに な り,大 き く3つ の グル ー プ に分 け られ る.

第1グ ル ー プ は初 生 時 に お け る増 量 度が 小 さい もの,

っ ま り,こ の時 期 に 非常 に 名:しい成長 を示 し た部位 は

前肢帯部,上 腕部,前 腕部であつて,そ の増量度 は前

肢帯部で雄 は0.051倍,雌 は0.070倍,上 腕 部で雄 は

0.071倍,雌 は0.077倍,前 腕部で雄 は1is倍,雌

は0,091倍 で あった.第2グ ループは 背 および尾部

で,増 量度 は雄で0.163倍,雌 で0.197倍 とな り,1

期 における成 長が 中間的な速 さであつた ことが示 され

る.次 の第3グ ル ープはその他 の5部 位 を含み,頸 部

は雄で0.297倍,雌 で0.374倍,腹 部は雄 で0,250倍,

雌で0.366,{;',寛 部は雄で0.270倍,雌 で0,300倍,

大腿 部は雄で0.226倍,雌 で0.298倍r下 腿 部は雄で

0.231倍,雌 で0.294倍 と増量度が大 きく,1期 にお

け る成長が前2グ ルー プの諸部位に対 して劣つた こと

が示 され る.特 に頸部では雌雄 とも初生時における増

量度が もつ と も大 きく,こ の時期におけ る成 長が もつ

とも劣つた ことが 明 らかであ る.

総筋肉重量比で各部位重量 をみ ると,第3図 に主要

なる3部 位を図示 したが,前 肢帯部は この時期に急速

に増 えてい ることが良 くわか る.ま た,上 腕部 と前腕

部 も全 く同様 な傾向を示 した.一 ・方,大 腿部 と下腿部

は逆に急な減少 をみせ,寛 部,頸 部な らび に腹部等で

も同様な傾向を示 した.さ らには,背 および尾部では

総筋肉重量比 の変動をみず,ほ ぼ_,で あった.ま

た,各 部位 の総筋肉重量比 に雌雄間の差 はほ とん どな

かつた.

ところで,第III報('71)で,著 者 らは前肢部の こ

の時期における急速 な成長 を指摘 したが,前 肢部 に人

る前肢帯部,上 腕部な らび に前腕 部で全 く同様な傾 向

がみ られ た.し か し,も う一つの部位であ る腹部は全

く異なつた傾向を示 した.こ の ことは,腹 部の筋肉が

内臓の保持 と呼吸に関係 した筋肉であ り,飛 翔関係 の

他の3部 位 とは本質 的に異な つた機能 を有す ることと

関係すると思われ る.し たが つて,腹 部 と他の3部 の

間で成長様式が異なつて も何 ら不思議で は な い.ま

た,体 幹部に入 る頸部 と背および尾部は前者の成長が

もつ とも劣つたのに対 し,後 者は前肢部に入 る腹部以

外の3部 位に次いで成長が良 く,両 者の間に 判然 とし

た相違が あった.背 および尾部に入 る筋肉は,鶏 の場

合その本来の機能を有 しない筋 肉 も多数あ り,ま た肋

間筋等 の呼吸に関係 した筋肉,あ るいは尾 の運動に関

係 した尾部の筋肉等 を合み,こ の結果か ら直 ちに何 ら

かの推察 をす ることは困難であ る.し か し,頸 部 の筋

肉の この時期における成長が もつ と も劣つたのは,逆

に言えぱ孵化 時において非常に良 く発達 していたこと

にな り,菊 池 らC68)に よ る錯綜角万M.complexus

の貯 化時における特異的発達 とも相通ずる も の が あ



第1表.雄 の9部 位 に お け る 筋 肉 重 量(g).

第22ミ 。 雌 の9部 位 に お け る 筋 肉重量(g).

り,一 方 で は,頭 部 を支 え る頸 部 の筋 肉 の 役 口か ら,

頭 部 の成 長 と も関 係 して い る と考 え られ る.Latimer

('25)や 坂 井 田 ら('65)に よれ ば,脳,III,球 等 の神 経

系 は成 長 が 非 常 に早 く完 成 す る と述 べ て い る ことか ら

考 えて,頭 部 重 量 の成 長 も速 い もの と思 われ る,こ の

よ うな こと と}頸 部 の筋 肉 が早 期 か ら良 く発 達 して い

る とい う結果 は 全 く一 致す る.

(2)II期(2週 齢 か ら22週 齢 まで)

22週 齢 にお け る各部 位 ・E量は,も つ と も人 きい 部位

が 前 肢rFlt-rで 雄 は209±12.88,雌 は156±10.5gで

あつ た.続 い て大 腿 部 は雄 で13ユ±3.8g,雌 で80.7

±3.94g,そ の 次が 下 腿 部 で雄 は117±7.2g,雌 は

68,4±2.87g,と な り,以 下 頸 部 は 雄 で37.0±

1.17g,雌 で23.6±1.04g,上 腕 部 は 雄 で29.6±

0.97g,雌 で20.6± ユ.2ユg,背 お よび 尾 部 は 雄 で

29.1±1.25g,雌 で19.9±0.80g,寛 部 は雄 で28.1

±1.34g,雌 で17.8±0.89g,前 腕 部 は雄 で25.2±

1.05g,雌 で17.5±1.03g,腹 部 は最 小 で 雄 は10.20±

0.920g,雌 は6.90±O.551gと な っ た.こ れ らの2週

齢 に対 す る増 量 度 を とつ て その 成 長 を比 較 す る と,雌

雄 と も寛 部が もっ と もこの時 期 の成 長 は著 し く,雄 で

44.6倍,雌 で35.6倍 で あっ た.雄 で は次 に 後 肢部 に

入 る大 腿 部 の38.9倍,下 腿 部 の37.5倍,さ らに は体

幹 部 に入 る 背 お よび 尾 部 の36.3倍 が続 き,以 下前 肢

帯 部 の32.6倍,上 腕 部 の29.9倍,前 腕 部 の27.1倍,

頸 部 の25。0倍 と続 き,最 小 が 腹 部 で19.6倍 とな つ

た.一 方,雌 で は寛 部 の 次 に背 お よ び尾 部 の32.6倍,

前 肢 帯部 の29.5倍,大 腿 部 の29.3倍,下 腿 部 の27,6

倍,前 腕 部 の26.5倍,上 腕 部 の26.4倍,頸 部 の20,5

倍 と続 き,最 小 は や は り腹 部 で16.8倍 で あっ た(第

!,2図).こ れ らの結 果 か ら雄 では 後 肢部 に入 る諸 部

位 と背 お よび 尾 部 で,他 の部位 よ り成 長 が 著 しか つ た



第1図.雄 に お け る9部 位 重量 の2週 齢 を 基 準 と し た初 生,22お よ び

26週 齢 の増 量 度.

ことが示 され る.一 方,雌 では前肢部な らびに後肢部

に入る諸部位が入 り混 ざつて,前 肢部 と後肢部 として

みた場合第III報 ぐ71)の 結果 のよ うに両部位問にほ

とん ど差がなかつたのであ る.ま た,体 幹部 とした頸

部 と背お よび尾 部は全 く逆の傾 向を示 している.

第III報('71)でII期 に,雄 では後肢部がやや勝

るも前 ・後肢部 が比較的平行 して成長 し,雌 で は前 ・

後肢部が ほぼ平行的 に成長 して,ま た,体 幹部 は雌雄

とも前2部 よ り成長が劣 るのだ と述べたが,こ のよ う

に,さ らに小 さい9部 位に分 けると,も つ とも成長の

著 しかつた寛部 は,も つ とも成長 の劣つた腹部の2倍

以上の成長を示 し,各 部位の成長 にかな りの相違をみ

とめる ことがで きた,

総筋肉重量比 でみ ると,1期 ではほ とんど差がなか

つたのが,II期 になると徐々に雌雄 の差が大 きくなつ

ていることがわか る(第3図).前 肢帯部,上 腕部な

らびに前腕部.}=では雌 の方が雄 よ り大 きく,寛 部,大

腿部,下 腿部な らびに頸部等では雄 の方が雌 よ り大 き

くなつて くる.こ のことは,雄 において後肢部 の諸部

位 の成長が前肢部 の諸部位の成長 にやや勝 る ことに起

囚する ものと思われ る.

(3)m期(22週 齢か ら26週 齢 まで)

III期 は性成熟完成期 と一致 し,筋 肉の成長 にお け

る雌雄問の相違が もつ と も判然 としてい る時 期 で あ

る.第1,2表 か ら,26週 齢における各部位 の重量を

掲 げると,も つ とも大 きい部位 はやは り前肢帯部で雄



第2図.雌 にお け る9部 位 重 量 の2週 齢 を 基 準 とし た初 生,22お よ び

26週 齢 の 増 量度,

は238±7.29,雌 は170±11.09,続 い て大 腿 部 は雄

で182±7.5g,雌 で85.4±4.13g,そ の次 に 下腿 部

で雄 は152±6.48,雌 は73.5±3.339と 続 き,以 下

頸 部 は雄 で4&2±2.349,雌 で24.6±1.829,背 お

よ び 尾 部 は雄 で39.6±1.709,雌 で21.3±1.079,

寛部 は雄 で37.8±1。549,雌 で17.8±1.049,上 腕

部 は雄 で35.2±1.409,雌 で21.0±1.519,前 腕 部

は雄 で28.7±1,978,雌 で17.3±1.148,腹 部 は や

は り最 小 で雄 は14.3±0.759,雌 は9.22±0.7879と

な り,雄 で 大 きい 順 に 並べ たが,雌 で は寛 部 は 上腕 部

よ り小 さ く,前 腕 部 とほ ぼ等 量 で あ つ た.2週 齢 を基

準 とした 増量 度 で み る と,も つ と も大 きい のは雌 雄 と

もやは り寛部で雄は60.0倍,雌 は35.6倍 であった.

雄では大腿部 の54.0倍,背 および尾部の49.5倍,下

腿部の48.7倍 と続 き,以 下前肢帯部の37.1倍,上 腕

部 の35・6倍,頸 部の32.5倍,前 腕部 の30.8倍,腹

部 の27.5倍 とな つた.一 方,雌 では寛部に続 き,大

きい方か ら背お よび尾部 の34.9倍,前 肢帯部の32.2

倍,大 腿部 の31.1倍,下 腿部の29.6倍,上 腕部の

26.9倍,前 腕部の26.2倍,腹 部 の22,5倍,頸 部の

21.4倍 となつた.第2図 よ り明 らか なよ うに雌 では腹

部が著 しい伸びをみせた外 は,や や大 きくなつ たか,

あるいは ほ とん ど変 化が なかつたかで ある.と こ ろ

が,雄 では第1図 のよ うに前肢部 に入 る前肢帯部,上



腕部な らびに前腕部 はほ とん ど成長 していないが,後

肢部に入 る寛部,大 腿部な らびに下腿部,さ らには体

幹部に入 る背および尾部で極 めて著 しい成長 をみせ,

さらには頸部,腹 部等 もか な りの伸びを示 している.

これ らの点において雌雄間の相違は全 く明 らか で あ

る.

後肢部な らび に体幹部 に入 る諸部位で雄にだけ特異

的成長がみ られた ことは,第III報 の後鮫部 と体幹部

の結果 と全 く一致 している.ま た,第1報('69)で 前

肢部において雌雄の発達程度が等 しく,雌 は雄 よ り後

肢部の発達が悪いのではないだろ うか と推察 したが,

全 くこの推察 を裏づけるよ うな結果 を得た.し たがつ

て,第3図 に示す総筋 肉重量比における諸部位の雌雄

間の相違,す なわち,雌 では前肢帯部,上 腕部な らび

に前腕部で雄 よ り大 きく,雄 では寛部,大 腿部,下 腿

部,背 および尾部な らびに頸部で雌 よ り大 きいのは,

全 くこの雄 にお ける寛部,大 腿部,下 腿部,背 および

尾部,頸 部等 のこの時期 における特異的成長 による も

のと思われ る.ま た,第1報 で,雌 雄間の体重比総筋

肉重量 の相違を,生 殖器重量および体脂肪重量 の相違

と,も う一つは,こ の筋肉の発達 の差 に帰する ものと

推察 したが,全 くこのよ うな ことを裏づけ るよ うな結

果を得たわ けであ る.し か しなが ら,"雌 で後肢部の

発達が悪い"と 述べ てい るのは,"雄 で後肢部 の発達

が良い"と 改めた方が よ り妥 当のよ うに思われ る.

腹部が この時期 に雌雄 とも著 しい成長 をみせ,特 に

雌で この傾向が強かった ことは生殖器の発達 と脂肪の

沈着 による腹腔の増大によ るものと考え られ る.

第3図,総 筋肉重量比における前肢帯部,大 腿部な らびに下腿部筋 肉重量の雌雄 問の相違.



(4)IV期(26週 齢以降)

32週 齢 に おけ る雄 の諸部位の重量 をみ るともつ と

も大 きいのは前肢帯部で254±11.2g,次 いで大腿部

の179±12.7g,下 腿部の149±9.3gと 続 き,以 下頸

部 の,・±2.74g,背 および尾部 の39.1±1.79g,

寛部 の34.3±1.85g,上 腕部 の33,9±1,09g,前 腕部

の30.4±1.038,腹 部の15.1±1.08gと なった.26

週齢 にお ける値よ りも,前 肢部 の 諸部位で や や大 き

く,後 肢部の諸部位で やや小 さいが ほ とんど 差 はな

く,個 体 間の相違 による ものと思われ る.

以上のよ うな各期 を通 じての諸部位の成長経過か ら

1期 で分類 した第3グ ル ープを さらに2っ に分 けて,

次 のよ うな4つ のグループを区分す る.

第1グ ループ(前 肢帯部,上 腕部な らびに前腕部);

1期 に極めて著 しい成長 を示 し,そ の後 も成長が著 し

いが雄 における性的影響を全 く受 けないグループ.

第2グ ループ(背 および尾部);1期 において中間

的な成長の速 さを示 し,そ の後 も非常に良 く成長 した

部位.

第3グ ループ,A(寛 部,大 腿部な らびに下腿部);

1期 では成長の速 さが劣ったが,そ の後は著 し く,特

に雄でIII期 に性的特異性 を示 し,非 常に良 く成長 し

た グループ.

第3グ ル ープ,B(頸 部な らびに腹部);1期 に お

いて も,そ の後において も常に 成長が劣つた グルー

プ.し か し,III期 においては,頸 部 は雄だけで,腹

部 は雌雄 とも成長が著 しかつた.

総 括

RIR種 雌雄を使用 して,さ らに 体幹部を頸部 と背

および尾部の2部 に,前 肢部 を腹部,前 肢帯部,上 腕

部な らびに前腕部 の4部 に,後 肢部 を寛部,大 腿部な

らびに下腿部の3部 に分 けた とき,鶏 体の左側 におい

て各部位筋肉重量を測定 した.そ の とき,各 部位筋肉

の成長 を比較 し,ま た雌雄間の相違 について も検討を

行なつた.そ の結果は次 の通 りであつた.

1.1期 で は,雌 雄 とも前肢帯部,上 腕部な らびに

前腕部の成長が極めて著 しく,背 および尾部は中間的

な成長を示 したが,そ の他 の5部 位 は これ らの部位に

比べ成長 が劣 つた 。

2.II期 では,雄 で寛部,大 腿部,下 腿部な らびに

背お よび尾部が他の諸部位 よ り成長が著 しく,雌 では

これ らの部位 と前肢帯部,上 腕部,前 腕部が入 り混 ざ

つて,成 長の著 しい ものか ら寛部,背 お よび尾部,前

肢帯部,大 腿部 の順になった.ま た雌雄 とも頸部 と腹

部の成長は他の部位 と比べ劣つた.

3.III期 は性成熟完成期 と一'し,雄 で寛部,大

腿部,下 腿部な らびに背および尾部 の成長が極めて著

しく,ま た頸部 と腹部 の成長 も著 し く,雌 では腹部だ

けが著 しい成長をみせ ただけで,他 の部位 は22週 齢

とほ とんど変 らなかつた.

4.IV期 は 雄で32週 齢の各部位筋 肉重量は26週

齢 のそれ と大差な くほ とん ど変化のなかつた ことが示

唆 された。

5.以 上のよ うな結果か ら,筋 肉の成長に関 し,各

部位 を次の4つ の グループに区分 した.

第1グ ループ(前 肢帯部,上 腕部な らびに前腕部);

1期 に極めて著 しい成長 を示 し,そ の後 も成長が著 し

いが雄 にお ける性的影響を全 く受 けないグループ.

第2グ ループ(背 および 尾部);1期 において中間

的な成長 の速 さを示 し,そ の後 も非常に良 く成侵 した

部位.

第3グ ル ープ,A(寛 部,大 腿部 な らびに下腿部);

1期 では成長の速 さが劣つたが,そ の後は著 しく,特

に雄でIII期 に性的特異性を示 し,非 常に良 く成長 し

た グループ。

第3グ ループ,B(頸 部 な らびに 腹部);1期 にお

いて もその後 において も常 に成長が劣つた グループ.

しか し,III期 においては頸部 は雄だけで,腹 部 は雌

雄 とも成長が著 しかつた.
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                                     Summary 

   Male and female chicks of Rhode Island Red with normal growth were used for this study. 

The body stem's part was divided into two parts—the cervical, and the dorso-caudal parts.



The forelimbs' part was divided into four parts—the abdominal, the shoulder girdle's, the 
humeral, and the antebrachial part. The hind legs' part was divided into three parts—the 

pelvic, the femoral, and the crural parts. Muscle of each part was weighed on the chicks' 
left. The postnatal growth of skeletal muscle of each part was compared with each other, 
and its sexual differences were studied. The results were as  follows  : 

   1. In I-period (0-2 weeks old), the shoulder girdle's, the humeral and the antebrachial 

parts grew and developed very rapidly, the dorsal and caudal parts intermediately, and the 
other parts more slowly than those parts in both sexes. 

   2. In II-period (2-22 weeks old), the pelvic, the femoral, the crural and the dorso-caudal 

parts of the male grew and developed more rapidly than the other parts. The cervical and 
the abdominal parts of both sexes grew and developed more slowly than the other. Growth 
and development of the other parts of the female became more rapidly in the following order : 
the pelvic, the dorso-caudal, the shoulder girdle's, the femoral, the humeral and the antebrachial 

parts. 
   3. In III-period (22-26 weeks old), the pelvic, the femoral, the crural and the dorso-

caudal parts grew and developed very rapidly, and the cervical and the abdominal parts also 
rapidly in the male. But in the female only the abdominal part grew and developed rapidly, 
and the other parts did not grow, or did only a little. 

   4. In IV-period (after 26 weeks old), muscle weight of each part of the 32 weeks old was 
little heavier than that of the 26 weeks old in the male. 

   5. From these results mentioned above, nine parts were divided into four groups as follows : 
   The first group (the shoulder girdle's, the humeral and the antebrachial parts) : During I-

period these parts grew and developed very rapidly, and during II- and III-period also rapidly. 
But there was nothing remarkable about the growth and development of these parts' muscle of 
the male during II- and III-period. 

   The second group (the dorso-caudal part) : During I-period this part grew and devel-oped 
intermediately, and very rapidly during II- and III-period. 

   The third A-group (the pelvic, the femoral and the crural parts) : During I-period these 

parts grew and developed more slowly, but very rapidly during II- and III-period. And unique 
growth and development of these parts were observed during III-period only in the male. 

   The third B-group (the cervical and the abdominal part) : During I- and II-period these 

parts grew and developed more slowly than any other parts in both sexes. But during III-
period, the cervical part grew and developed more rapidly only in the male. The abdominal 
part grew and developed more rapidly in both sexes, particularly most rapidly of all parts in 
the female during III-period.


